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校歌に込められた想い 

 

校長  作道 正也 

 

校長の作道です。昨年度に引き続き、よろしくお願いいたします。 

４月 10 日（木）の入学式で９１名の新入生を迎え、今年度の興南中学校は全校生徒３

００名という区切りのよい人数でスタートしました。 

入学式の式辞の中で、校訓と校歌が示しているものについて触れ、話をしました。 

本校の校訓はこの学校だよりのタイトルでもある「創造・敬愛・不撓」です。「創造」

には「自ら学び、個性を発揮できる生徒」になろう、「敬愛」には「他を思いやり、互い

を高め合うことのできる生徒」になろう、「不撓」には「自ら考え、たくましく行動でき

る生徒」になろう、という意味がそれぞれ込められており、生徒の目指すべき姿となって

います。校歌の歌詞の中にも生徒が目指すべき姿が描かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

一番の歌詞「若き日はここに花咲く」は、青春の日々を充実させている姿、「知性さや

かな道をゆく」は、よく学び、よく考えている姿。二番の歌詞「友情のあふれる庭にすこ

やかな面輪が匂う」は、友達と仲良く、健康で生き生きとした表情を輝かせる姿、「まご

ころあつき道をゆく」は、思いやりの心をもって行動する姿。三番の歌詞「風雪の試練に

耐えて いさぎよく意志をつらぬく」は、困難にうちかち、あきらめずに粘り強く取り組

む姿、「われら実践の道をゆく」は、勇気をもっていろいろなことに挑戦する姿、をそれ

ぞれ描いています。 

 校長室に作詞者の大島文雄氏が昭和 58 年の校歌作詞時に書かれた「冬の賛歌」という

文章が残されています。 

      富山市立興南中学校 学校だより 

『創造・敬愛・不撓』 
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 特に三番の歌詞について書かれた文章ですが、作詞者、大島文雄氏の想いをくみ取りな

がら口ずさむとなお一層、心に響くものがあります。 

校訓や校歌に示された姿を意識して中学校生活を送る中で、生徒一人一人が成長してい

くことを願います。私たち教職員もその成長を支えるよう、精一杯努めてまいります。今

年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期の行事予定 

 

 

 

 

                                    

 

                                             

私は、この郷土の冬の季節が好きだ。 

まず、冬の美しさは雪である。山野を覆い尽くす雪の清浄な美しさは言うまでもないが、中でも

雪の立山連峰の夕焼けの美しさは、無類のものだ。あの赤い色は、幽玄な、神秘な色である。あの

荘厳さに私は感動する。 

次に私が冬に惹かれるのは、この季節の厳しさである。この厳しい寒冷の中で、私たちの皮膚や

筋肉はこれに耐えるために緊張する。それとともに、私たちの心は、この寒冷を凌ぐために緊張し、

さらに寒冷を克服して生きようとする気力がおこる。このような心身両方の引き締まりが、私たち

の冬の生き方となる。つらい状況に立ち向かう、張りのある冬の生活には、潔さがある。私はそれ

を喜ぶものだ。 

元気な中学生諸君は、寒冷の冬を生きることを苦痛とは思わないであろう。しかし、やがて成人

して世に出れば、そこには、苦しい事がいっぱいある。その中を生き抜いて行くのだ。そのための

訓練を冬の季節が皆さんに課していると言ってもよい。私が訴えたいのは、「耐えることのいさぎ

よさ」である。 

このような、冬の賛歌でまとめた校歌は、私の初めてのもので、私はそれを喜んでいる。そして、

皆さんの元気な生き方を願い続けて行きたい。 

５月 ７日（水）教育相談（～２１日） 

  ２１日（水）修学旅行 ３学年（～２３日） 

  ３０日（金）第１回学校運営協議会 

６月１３日（金）市選手権大会（～１５日） 

  ２０日（金）第２回学校運営協議会 

  ２８日（土）市民スポーツ大会（～２９日） 

  ３０日（月）「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』 

２学年（～７月４日） 

７月 ５日（土）県選手権大会（～６日） 

  １６日（水）学期末懇談会（～１８日） 

  ２４日（木）終業式 

  ２５日（金）夏期休業～（８月２６日）    

ホームページをぜひご覧ください 

本校では、生徒の活動の様子をホームページで随時、発信していきます。普段の学習の様子

や学校行事の様子、部活動の様子等、生徒の生き生きとした姿をぜひご覧ください。 

 なお、急な下校時刻の変更や配布文書は、連絡アプリ「tetoru」にてお知らせ 

いたしますので、こちらもご活用ください。よろしくお願いします。 

ホームページ URL https://swa.toyama-city.ed.jp/toyama117 QR コード 

 

令和７年度入学式から 
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